競　技　注　意　事　項
１．本大会は、2010年度日本陸上競技連盟競技規則ならびに本大会申し合わせ事項に基づいておこなう。

２．山城総合運動公園陸上競技場および補助競技場使用の注意

　　イ）１０月９日（土）の開門時間は８：４５とする。それ以前には立ち入らないこと。また、閉門時間はメイン１６：００とする。閉会式終了後速やかに退場すること。

　　ロ）応援・観戦はホームストレート側スタンド及びバックストレート側を使用してよい。但し清掃は各自で徹底して行い、ゴミなどを残さないこと。

３．競技者の招集などについて。
　イ）招集所はメインスタンド１階、中央玄関にて設ける。
　ロ）招集についてはすべてその競技の開始時刻を基準とし、以下の時間に行う。

　　　　　トラック競技・フィールド競技　４０分前～２０分前

　　　　　棒高跳　　　　　　　　　　　　６０分前～４０分前

ハ）リレーのオーダー用紙は招集所にある。競技開始６０分前までに記入の上、競技者係まで提出すること。

ニ）オープン種目の当日エントリーは競技開始の９０分前までに競技者係と本部に「オープン当日申し込み用紙」を提出すること。なお、当日エントリーの場合でも上記の時間に招集を行う。

ホ）他の対校種目に出場するために招集を行えない者は、その旨を競技者係に伝えれば上記の招集時間前に招集することができる。

４．対校種目の選手変更について。

申し合わせ事項記載の前日の代表者会議に代わり、当日朝8:30から両大学の主務による打ち合わせを行う。選手変更については、これをもって最終とし、以降の選手変更は認めない。

５．フィールド競技について。

　イ）跳躍練習および投擲練習は競技開始前に、審判員の指示によっておこなう。

　ロ）三段跳の踏み切り板は１２ｍとする。ただし、両大学の選手の合意のうえ、審判員の判断によって、当日変更することもある。

　ハ）走高跳・棒高跳のバーの上げ方は以下の通りとする。ただし、当日のコンディションなどによっては、審判員の判断で変更する場合がある。

　　　　走高跳　　１ｍ５０　１ｍ６０　１ｍ６５　１ｍ７０　以後５ｃｍ刻み

　　　　棒高跳　　２ｍ８０　２ｍ９０　３ｍ００　３ｍ１０　以後１０ｃｍ刻み

ニ）試技順は３回の試技後も変えないこととする。また、３回の試技で記録が残らない際もその後の３回の試技をおこなえるものとする。６回の試技で記録が残らない際には順位はつかない。ただし、オープン種目の試技は３回とする。

ホ）やりの検定は競技開始１時間前までに100mスタート付近の倉庫前で行う。

６．各種目の得点は、男子（5000mW除く）は１位６点から６位１点までの、女子及び男子5000mWは１位４点から４位１点までの１点刻みとする。ただしリレー種目については、男子が１位６点、２位２点、女子が１位４点、２位２点とする。途中棄権・失格及び記録なしの場合には得点はつかない。
７．ナンバーカードはユニフォームの胸・背部に明瞭に付けること。

　　ただし、走高跳・棒高跳の競技者は胸または背部だけでもよい。

８．競技中の事故などによる身体の故障の場合、応急処置は行うがその後の責任は一切負わない。

９．不明の点は本部に問い合わせること。
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